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本公演のアンケートへ、
ご協力をお願いいたします
アンケートフォームはこちら

「福島を上演する」
作： アイダミツル、神谷圭介、草野なつか、島 崇、高橋知由、
 松田正隆、三宅一平、山田 咲
演出： 関田育子、寺内七瀬、松尾 元、松田正隆、三宅一平、山田 咲
出演： アイダミツル、生実 慧、石渡 愛、加藤幹人、上村 梓、桐澤千晶、
 酒井和哉、佐藤小実季、島 崇、田中 夢、西山真来、三間旭浩、
 山科圭太、弓井茉那、 𠮷澤慎吾、米倉若葉
舞台監督：高橋淳一
照明： 木藤 歩
宣伝美術：相模友士郎
宣伝写真：笹岡啓子
記録写真：西野正将
記録映像：遠藤幹大
制作： 石本秀一、中村みなみ、三竿文乃、森真理子（マレビトの会）、
 荒川真由子、新井稚菜（フェスティバル /トーキョー）
制作協力：吉田雄一郎（マレビトの会）
インターン：円城寺すみれ、小堀詠美、山里真紀子
協力： Integrated Dance Company 響-Kyo、青年団、テニスコート、
 フォセット・コンシェルジュ、レトル

主催：フェスティバル /トーキョー、一般社団法人マレビト
企画：マレビトの会

"Performing Fukushima"
Written by Mitsuru Aida, Keisuke Kamiya, Natsuka Kusano, Takashi Shima, 
 Tomoyuki Takahashi, Masataka Matsuda, Ippei Miyake, Saki Yamada
Directed by Ikuko Sekita, Nanase Terauchi, Hajime Matsuo, Masataka Matsuda,
  Ippei Miyake, Saki Yamada
Performers:  Mitsuru Aida, Satoshi Ikuzane, Ai Ishiwata, Mikito Kato, 
 Azusa Kamimura, Chiaki Kirisawa, Kazuya Sakai, Komiki Sato,
 Takashi Shima, Yume Tanaka, Maki Nishiyama, Akihiro Mima, 
 Keita Yamashina, Mana Yumii, Shingo Yoshizawa, Wakaba Yonekura
Stage Manager: Junichi Takahashi
Lighting:  Ayumi Kito
Publicity Design:  Yujiro Sagami
Publicity Photography:  Keiko Sasaoka
Photographic Documentation:  Masanobu Nishino
Video Documentation:  Mikihiro Endo
Production Coordinators: Shuichi Ishimoto, Minami Nakamura, Ayano Misao,
 Mariko Mori (marebito theater company), Mayuko Arakawa, 
 Wakana Arai (Festival/Tokyo)
Assistant Production Coordinators:  Yuichiro Yoshida (marebito theater company)
Interns: Sumire Enjoji, Emi Kobori, Makiko Yamazato
In cooperation with  Integrated Dance Company Kyo, Seinendan,
 TENNIS COURT, Fossette concierge, letre
 
Presented by Festival/Tokyo, marebito
Planned by marebito theater company

10.25 Thu - 10.28 Sun

2018

東京芸術劇場 シアターイースト
Tokyo Metropolitan Theatre (Theatre East)

マレビトの会

作・演出：マレビトの会
福島を上演する

 © Keiko Sasaoka

marebito theater company

Written and Directed by 

marebito theater company

Performing Fukushima



演劇において風景を上演することは、どういうこと
か。風景は、それが「光景・場面」となってしか演劇
においては成り立たないのだろうか。演劇や劇映画な
どは、時間的契機を必要とする時間芸術と言える。だ
が、だからと言って、漂うような時間の描写をそれらの
時間芸術が排除するものでもないだろう。
そこで想定されるのは、人間の「ふるまい」や「おこ
ない」の目的が達成されず、その目的への動きの軸線
がずれるとき、風景と光景は互いの境界線を確かめ合
うのではないか、という問いである。
宮崎駿の『となりのトトロ』で、登場人物のサツキと

メイの姉妹が、雨降りの晩、父に傘を渡すためにバス
停で父の帰りを待つという描写がある。この場面が興
味深いのは、父の乗車しているであろうバスに、父が
乗っていなかったことである。あてが外れたことで、二
人は夜のバス停でしばらくの間、バスを待つということ
になる。そのとき、このシーン（光景・場面）におい
て、二人の娘たちは行動の目的を失い、その周りの夜
の闇の雰囲気に包まれることになる。シーン（光景・
場面）の焦点が、人物の動きの描写からその人物のい
る空間の気配の表出のほうへと変容したのである。場
面に運動の停滞が生まれたとも言える。
無論、この停滞によって生まれる気配は、次に起こ

るトトロという異界の生き物の登場を予感させる契機
にもなっている。それでも、登場人物の運動の目途に
なんらかの差し障りが起こり、シーンに停滞が生じると
き、何かの「ただよい」や「ゆらぎ」にその場面は満
たされるのである。目的のある行動としての運動が衰微
することで、その場所の環境の持つ雨降り特有の雰囲
気や気配が烈しくざわめき始め、それによってあたりは
満たされると言ってもいい。この満たされるもの、漂い
ゆらぐものを私は「風」と定義したいのだ。
人為的な運動はなくても、空間に潜在する運動が活
性化するということなのかもしれない。雨つぶの無数の
落下、幼い妹のメイがお稲荷さんの暗闇を見に行き畏
れを感じること、地面を這うカエルのユーモラスな動き
や田舎の夜道をすすむ近隣の見知らぬ人の自転車によ
って、その場所は、停滞はしているものの、なにかの
気配に充満していて、全くの空虚に陥るということはな
い。むしろ、その停滞によって、二人の娘の心細さとい
う心理状況を、その場面は見事に表現してもいるので
ある。しかし、その心理描写のほうへ、その空間の潜
在性が表面化してしまうと、その潜在性は立場を失う。
すなわち潜在性の強度はたちまち流れを失い、固着化
するのだ。

私たちは風景にひきこまれるようにして演劇をつくっ
て来た。風景は眺める対象としてのみあるのではなく、
そのなかに入り込むべき時間であり、空間である。そう
して風景に内在しながらも、風景は私たちから隔たる。
「いま・ここ」の現前から「いま・そこ」の風景へと、
何かが、後ずさるときにこそ劇の立ち上がる時空間が
生まれるような気がする。「何か」というのは目で見え
ることのみではないと思われる。風景、それは、単なる
視覚的な景色ではない。光景でもなく、情景でもない。
それは単に、私たちの眼前に広がる空間のことだけ
ではない。風景を「風 -景」としてとらえること。「風」
というのは、吹きすさぶ、風という意味だけではなく、
景色を満たし、その空間の間隙を漂う雰囲気や気配の
ことでもある。また、その空間に唐突に意味が生まれる
出来事の感触でもある。風景はそれゆえ、光景との関
わりで、あるいは、そこが情景になることで知覚的で感
情的な出来事をその空間に生み出している。そして、さ
らに重要なことは、「風」を何かの流れとして、いま・
ここの私たちの現在の状況からは感知しえないが、そ
れでもそこにあってゆらぎ、未来にあってこそ受肉・顕
現すべき兆候としてとらえることである。そのような
「風」（内在する風景）を、時間の流れが現在から逃れ、
過去と未来が混在するような出来事のひしめく場所と
して再構成することはできないだろうか。つまり、「風 -

景」を上演することはできないだろうか。

福島の県立美術館で、ある画家の風景画を見ていた
ら、英語で landscape・seascape・townscapeという表記に
まじってs c e n eという言葉が当てられているものがあっ
た。そのとき、「シーン」という言葉が「風景」を表す
ことに奇妙な感覚を覚えた。シーンは「光景」という
言葉のほうがしっくりくる。あるいは、シーンは「場面」
という演劇や映画におけるストーリーの展開を表す要素
のことでもある。なので、シーンには動きがあり、その
動きや物語の前後へと連続する契機とも言えるかもし
れない。動きの流れ、話の展開にしたがうように光景
や場面は、そこに現れていること（絵に描かれている内
容）が何らかの意図として焦点化されている。
しかし、私たちが演劇で扱おうとしている風景は、そ
のような契機を欠いている。風景の中にあることがら
は、焦点化されることはなく拡散しているように感じる
のだ。あるいは、漂っているとか、ゆらいでいるという
言い方がふさわしいのかもしれない。風景には、雰囲
気や気配、空気感のようなものが漂っている。それは、
目に確かには見えないが、それでも確かにある「ただ
よい」や「ゆらぎ」としてその空間を満たすもののこと
だ。それは物質的なものではない出来事の一種としてと
らえることができる。その、ただの「ただよい」の様態
から、何かの展開の契機が生まれたとき、風景から光
景へとその場が変容していると言えるのかもしれない。
逆に、光景から風景へと移行するということは、光景の
焦点化が薄れ、その焦点化していた緊張が弛緩したと
いうことになる。
いったい「風景の現れ」というのはどういうことにな

っているのだろうか。風景というのはすでにもうその風
景のあるところ、「そこ」にあるもので、そこと私たちと
の出会いのありようで、その現れようも決まってくるよ

うな気がする。
そこに時間的な契機がないとき、風景

は風景のままを保ち、決して光景になる
ことなく、その風景の強度に満たされてい
る。風景の強度とは、そこに満ちて漂う
気配や雰囲気の現れの度合いのことであ
る。時間的な契機がないと書いたが、そ
れはものごとの展開の前後関係がはっき
りしないというようなことで、風景に時間
がないというのは違うのかもしれない。光
景に生じている時間的な契機と風景に漂
う時間は、時間の種類が異なっている。
風景において流れる時間には、人間的な
関わりが失われているのかもしれない。

マレビトの会
2003年設立。被爆都市を扱う「ヒロシマ―ナガサキシリーズ」（2009-10）、
3.11以後のメディアと社会の関係に焦点を当てた『アンティゴネーへ
の旅の記録とその上演』（2012）、複数の戯曲を通じ都市を多面的に描く
『長崎を上演する』（2013-16）などを上演。未曽有の出来事を経験した都
市をテーマに、上演形式を変化させながらも、歴史に回収されえぬもの
を探り、描き続けている。

松田正隆
マレビトの会代表。1962年長崎県生まれ。2003年、演劇の可能性を模索
する集団「マレビトの会」を結成。主な作品に『cryptograph』(2007)、『声
紋都市ー父への手紙』（2009）、写真家笹岡啓子との共同作品『PARK CITY』
（2009）、『HIROSHIMA-HAPCHEON：二つの都市をめぐる展覧会』（2010）、『ア
ンティゴネーへの旅の記録とその上演』（2012）、『長崎を上演する』（2013-
16）などがある。立教大学現代心理学部映像身体学科教授。

風景を上演する
松田正隆

小津安二郎の『東京物語』の冒頭には、尾道に住む
主人公の老夫婦が東京への旅の荷造りをしているとい
う有名な場面がある。老夫婦は汽車で使う空気枕を探
している。互いの鞄に空気枕が入ってないことを確か
め合うセリフのやり取りの途中で、隣の家の婦人がやっ
て来て、二人は挨拶をかわすことになる。そのとき、空
気枕を探す行為は中断される。そして、挨拶が終わり、
二人はまた空気枕を探し、あっさり発見するということ
になる。夫のほうが迂闊だっただけで、空気枕はずっと
そこにあったのだ。このなんの変哲もない三つのシーン
の展開がどうしてこうまで私たちの心をかき乱すのか。
そこにあった空気枕。そこにあり続けていた空気枕。

それがないと老夫婦に言われ、いっこうにないままで、
いったいどこにあるのだと求められていた空気枕は、だ
けれども、そこに確かに物体としてあったのである。隣
の婦人が訪れたとき夫婦の興味も私たちの視点も一瞬
空気枕から離れたにもかかわらず、その間も、空気枕
はそこにあった。そのようにして、そこにあり続けるも
のは人間の都合で焦点化され、時間的契機、ドラマ展
開の道具にされるが、その興味・契機を失っても、そ
こに存在し続けていた。まるで、風景のように空気枕
はあって、人間の都合で空気枕にまつわる「ことがら」
が突然、シーン（光景・場面）へ変容したのである。
いや、というよりもここでは、風景と光景が同時に並存
していたとも言える。
さっきまであったと思っていたものがなくなって、そ
れがどこにあるのだろうと気を揉んだり、隣の婦人がや
って来て挨拶して帰ったら、またなかったものが気にな
って、探してみたらあっさり（何という偶然だろうか！）
見つかったという私たちの凡庸な日常世界と、そんな人
間の些細な有用性に引きずられることなく、いつの間に
か出来事が進行しているような空気枕の世界。前者を
私は「光景（シーン・場面）」と言い、後者を「風景」
と呼んでいるのかもしれない。

私たちの意識はシーンの中で推移し、それに頓着し
ない身体は風景の側に立ち位置を保持しながら、無
意識的にそこにある「ただよい」や「ゆらぎ」を感知
している。そのとき、風景は、ただ視覚の限りでそこ
に見え、そこに広がる空間的な位相のことだけではな
い。日常の人間の営みのなかで、その「ふるまい」や
「おこない」の内部に潜在し、漂う出来事としての位
相でもある。それは空間的な座標で捉えることのでき
ない時間の流れそのもののことである。
それを演劇で上演するということは、果たして可能
なのだろうか。
風景の中に光景を発見し、光景から風景へと拡張

させてゆくこと。あるいは、光景に顕現していた運動
の流れを中断し、そこに潜在していた風景的な要素と
の横断的な結び直しをつくること。
そのためには、戯曲があり、そのセリフや人物設
定、物語の展開によって舞台上にリアルな感情と状
況の演技を際立たせていく一般的な演劇の方法とい
うよりも、上演空間のただなかにある場所（そこは劇
場であり、戯曲上の場所でもある二重の場所である）、
雰囲気、気配、あるいは俳優の身体そのもの、仕草、
発話、舞台空間における光、音などの様々な劇の構
成要素を組み合わせることによって「上演という混成
体」をつくることを創作プロセスの目的としなければ
ならないだろう。
そのことで、人物の出入り、単数か複数か、群れ
になるのか、あるいは移動の速度、ゆっくりなのか早
いのか、その場にいるのか、立ち去るのかという静止
と動きのパフォーマンスによって、ある感覚が生じる
のではないか。その感覚のことを、情動（アフェクト）
と言ってもいいのかもしれない。それは、既存の人間
性や人物像から生まれる感覚・感情とは異なる、その
場で表現されることで初めて生産される特異な知覚な
のではないかと思われる。

このようにして上演された「風 -景」という場所に
生じる情動は、それではいったい何を引き受け、分解
し切片化しようとしているのか。そしてそのマイノリテ
ィーと化した情動を、私たちはその上演においてつく
り直し、何に抗して働かせようとしているのか。
演劇を上演することは政治的な葛藤というドラマと

無縁であることは許されない。その判断には、何が関
係しているのか、もちろん定かでないまま、私はこん
なことを述べている。そのドラマは目に見えるようなも
のとして、そこにあるものではないだろう。いや、い

くつものストレスを抱える事態に日々さいなまれている
のは事実だし、それが可視化されることは多々ある。
だけども、その抑圧や抑制がどうして生じているのか
を私たちはよくわかっていない。この日常生活という
現実の内側に、意識や理性をも超えて入り込んでくる
外側からの欲望という計り知れないもう一つの現実が
禍々しく存在しているのも確かなことだ。と、同時に
その欲望は禍々しいがゆえに管理され、いたるところ
で権力と化して顔を出す。カフカの作品に登場する礼
儀正しい態度で暴力を振るう二人組の小役人のよう
に。その二人の顔は官僚の仮面を着けているゆえ見分
けがつかない。彼らの身ぶりに差異はあっても、ふる
まいとしては得体の知れない管理の行使なのである。
フーコーは『知への意志』で次のように述べている。
「権力の遍在だが、しかしそれは権力が己が無敵の
統一性の下にすべてを再統合するという特権を有する
からではなく、権力があらゆる瞬間に、あらゆる地点
で、というかむしろ、一つの点から他の点への関係の
あるところならどこにでも発生するからである」＊

注

つまり、権力は様々な関係がいたるところで焦点化
したときに生まれる。だが、おそらくは、そのように焦
点と化した光景となる前に、あるいはその後に、それ
らの起点を別の起点のほうへと結びつけようとする線
のプロセスがあるはずなのだ。その線が無数に交差す
るフィールドを「風 -景」の位相として思考し、そこに
生じる出来事を情動の上演として試みること。これか
らの、私たちの演劇上演の課題はそこにある。

F/T 17 『福島を上演する』 撮影：西野正将

F/T 17 『福島を上演する』 撮影：西野正将

※注：ミシェル・フーコー「知への意志 （性の歴史）」渡辺守章 訳（新潮社・1986）


